実践授業報告書

	対象学年
	高校１年生

	領　　域
	学級経営（ロングタイム（ＬＴ））

	指導項目
	個人情報を発信することの危険性を知る。

ネットと携帯電話との上手な付き合い方を考える。


	情報モラル指導モデルカリキュラム

	指導分野
	安全への配慮

	コード
	d5-1

f5-1
	指導事項
	・情報社会の特性を意識しながら行動する
・健康の面に配慮した，情報メディアとの関わり方を意識し，行動できる


	授業前の児童生徒の状況
	「無料通話＋無料メッセージアプリ」などの利用が飛躍的に増え，ネット上で人とつながっていることへの依存度だけが高まり，その危険性を理解できていない。

	期待される児童生徒の変容

（ねらい）
	情報発信の利便性と表裏を成す危険性について自覚し，個人情報を含むさまざまな情報を無防備にネット上に流すことなく，ツールとして上手く使いこなすポイントをつかませる。

	児童生徒の変容を促すための授業の工夫（ポイント）
	· 事前アンケートによる興味付け

· 動画コンテンツ視聴による興味付け

· ワークシート利用による関心の文字化と編集

	利用するコンテンツ等

（サイトのアドレス）
	○情報モラル教材　ネット社会の歩き方

（http://www.cec.or.jp/net-walk/）

NO.44　書き込みはリアル？
NO.29　ネット依存に注意
ワークシート


＜生徒の感想＞
　・ネット上で個人情報をむやみに書かないようにしたい(複数)。
　・ネットを利用する際にはしっかりと時間を決めてつかうようにしたい(複数)。
・この授業をうけて，自分がどのようにネットと付き合っていったらよいか改めて考えさせられた(複数)。
・勉強する時には，携帯電話を離れた場所に置くなど集中できる環境を整えたいと思った。
・自分もネット依存になりかけたことがあるが，この授業を受けて改めて気を付けたいと思った。
・自分もインターネットのコミュニティサイトで実名を使ったり，写真を載せたりしたことがあったが，この授業を受けて，二度としないと決意した(複数)。
・ネットは使いこなさないと意味がないと思った。
・ネット依存になっているということは自分ではなかなか気付けないということに怖さを感じた。
・身近にネット依存症になりかけている人がいたので，身近に感じられる内容だった。
・ネットは簡単に利用できるものだからこそ使用する時には注意すべきだと思った。
・何気ない書き込みで個人を特定されてしまうことに怖さを感じた (複数)。
・「無料通話＋無料メッセージアプリ」を使用しているが，今まで以上に使用するときは注意したいと思った(複数)。
評価
	児童生徒について
	児童生徒の

興味関心の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高

　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　ネットの便利さばかりに関心が向かう中で，同時に問題点と危険があるということを再認識できた。

	
	児童生徒の理解度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高

　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　多くの者がネットに関する知識をそれなりに持っているので，教員が話している内容を理解していた。

	
	児童生徒の

変容の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高

　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　生徒の感想を見ると，教員のねらいを理解していることが分かった。

	授業について
	事前準備の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易

　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　動画コンテンツを見せるための，パソコン・プロジェクタ等の機器の設置は比較的容易であった。

	
	指導者にとっての

授業展開の難易度
	１．難　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．易

　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　決められた動画コンテンツ，ワークシートに沿って実施できるので，容易である。

	
	授業の「ねらい」の達成度
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　生徒の現状に合った指導が出来ていた。

	
	指導方法の

効果の度合い
	１．低　　　　２　　　　　　３　　　　　　４．高
　　┠──────╂──────╂──────┨

理由・感想等

　動画コンテンツは分かりやすく，複数のコンテンツを組み合わせることで，さらに効果的になった。

	＜実践の感想及び反省点等＞

　生徒にとっては分かり切った話であっても，多くの大人が同じ事を繰り返し子供たちに伝える意義は大きい。教員にとっても，学習機会となり，意義が大きいと感ずる。


実践例
	配当時間
	学習のすすめ方
	指導のポイント

	導　入
	５分
	・ネットの利用状況・スマートフォンの所有状況の確認をする。
・スマートフォンの使用について，家庭内のルールなどを聞く。

	· 「無料通話＋無料メッセージアプリ」の利用率やスマートフォンの所有率などを聞きながら興味を引き出す。


	展　開
	35
分
	１　動画コンテンツ「書き込みはリアル？」を見る。
・動画コンテンツを見て，ワークシートに自分の意見を書く。

　○　問題を引き起こす原因となったことは，どのようなことか。また，それに対して自分ならどうするか。

　○　個人情報を含むさまざまな情報を無防備にネット上に流すことの危険性について自覚しているか。
２　動画コンテンツ「ネット依存に注意」を見る。

・動画コンテンツを見て，ワークシートに自分の意見を書く。

　○　なぜこのようなことが起こってしまったのか。

　○　このような事態にならないためにはどうすればよいか。

	・動画を途中で止めながら，アヤカさんの行動の是非につて考えさせる。
・他人事としてとらえるのではなく，自分の普段の行動と比べて同様の行為がないか確認させる。
・自らの生活の中で，ネットに費やしている時間について，改めて考えさせる。


	ま　と　め
	10
分
	・机の配置を換え，班別に話合わせる。
　○お互いの考えと対策を述べあう。
○感想を記入する。
· 各班の感想について発表する。


	・ネット社会における利便性と危険性が表裏一体であることについて確認させる。


指導者1名，指導補助２名で実施
実践日　2012年12月　男子生徒21人　女子生徒19人　合計40人
アンケート確認事項

「無料通話＋無料メッセージアプリ」利用者　34／40人

自宅でスマートフォン等でインターネットに費やす時間　　30分未満　　５人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　60分未満　　16人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 120分未満　　11人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 120分以上　　８人
実践後の感想記録
＜指導者の感想＞
１　使用動画コンテンツの個数について
扱うコンテンツ数は二つで適当であった。各自でワークシートにまとめる時間や，班で互いの意見を述べる時間と合わせ，二つで40分程度であった。
出典が「ネット社会の歩き方」であることを伝えて，興味のある者は可能であれば各自で見るようにサイトを紹介しておくことも有効であったと思った。
２　ワークシートについて

サイトにあった「中高生用」ワークシートをほぼそのまま利用したため，「当然」と思われるような設問が多くなってしまったと思う。
設問がシンプルなだけに，生徒に想像力を働かせて思いつく限り，多様な意見を出させたいと考えていたが，生徒は多くて２つ程度の意見に留まり，また意見の多くは，動画の内容そのままを書いていた。自ら考えて気付いた内容を書くように強調しておくべきであったと思う。
３　実践についての感想

　自分の専門外の内容であったため，用意されているコンテンツやワークシートをそのままなぞるだけの授業しか出来なかった。３日程度の準備期間ではあったが何とか１時間授業の形にできたのは，「ネット社会の歩き方」のコンテンツがよくまとまって分かりやすいものであったからである。
授業の最初にアンケートを実施することによって，生徒のネットの利用状況がわかり話を進めやすかった。テーマでもあった「リアル」を利用しているものはクラスに１人もいなかったが，基本的には他のSNSとそれほど変わらない使い方なので問題はなかったと思う。
　個人情報特定の危険性をより詳しく具体的に紹介している教材が愛知県教育センターの情報モラル研修教材にあったので利用しても良かったと思う。
＜指導補助者１の感想＞
１　使用動画コンテンツの個数について
コンテンツは二つでも時間がギリギリであったように感じる。時間の関係であまり生徒に発言をさせられなかた。見せっ放しに終わらず，生徒に伝えたいことを伝えるためには二つのコンテンツで妥当であったと思う。
２　ワークシートについて

　　もう少し質問内容を工夫すればよかった。生徒が書いたまとめもありきたりな意見が多かった。
　　しかし，大人にとっては分かりきったこと・当たり前のことでも，それを理解できていない生徒は少なからずおり，「この授業をうけて初めてネットの怖さが分かった」という生徒の意見もあった。生徒に当たり前のことをしっかり認識させるという点では，今回のワークシートは無意味なものではなかった。
３　実践についての感想

　　この授業を通して私が伝えたいことも「ネットや携帯電話とは上手に付き合え。」ということであるが，ネットの怖さをもう少し強調(ネットが原因で高校生が被害にあった事件を紹介するなど)して生徒に揺さぶりをかけたと思う。
＜指導補助者２の感想＞
１　使用動画コンテンツの個数について
　いくつも動画を見せることで様々な問題を知ることができるが，「楽しかった」で終わってしまうおそれがある。今回の授業では動画から生徒自身が考え，判断し，その後の行動に役立てられるような授業展開であり，二つのコンテンツ数は妥当だと考える。

２　ワークシートについて

　コンテンツの内容から少し外れた質問をいれたり，生徒や社会の現状にあった内容の質問をいれたりしてもよかった。

３　実践についての感想

　授業展開は生徒の様子を見ながら進め，流れがありとてもわかりやすくまとまっていたが，もっと生徒の意見を発言させる場を増やしたい。ワークシートによい考えを書いている生徒を，机間指導でピックアップし発言させたり，発言させた内容を板書しそれぞれを比較したりするような活動もしたいと思った。






